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ー
ラ
ム
で
こ
れ
か
ら
の
育
成
会
運
動
の
あ
り

方
に
つ
い
て
久
保
厚
子
会
長
か
ら
基
調
講
演

が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
文
責
事
務
局
）

何
も
無
か
っ
た
時
代
に
立
ち
上
げ
活
動

　
わ
が
子
の
暮
ら
し
を
思
い
始
ま
っ
た
育
成

会
は
今
年
60
年
を
迎
え
、
障
が
い
児
者
の
親

や
関
係
者
で
つ
く
る
会
と
し
て
は
、
老
舗
中

の
老
舗
の
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
育
成
会

は
、
社
会
的
に
障
が
い
者
へ
の
理
解
や
福
祉

の
整
備
が
ま
だ
ま
だ
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
活

動
し
、
そ
の
活
動
は
全
国
に
広
が
り
、
全
国

の
ど
こ
の
地
域
に
も
育
成
会
が
あ
り
、
作
業

所
や
施
設
を
つ
く
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
、
障
害
者
扶

養
共
済
保
険
制
度
、
障
害
基
礎
年
金
、
Ｊ
Ｒ

運
賃
割
引
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
な
ど
の
制

度
を
つ
く
り
、
社
会
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

育
成
会
活
動
の
停
滞
化

　
最
近
の
15
年
余
り
の
生
活
や
福
祉
を
取
り

巻
く
現
状
の
変
化
に
対
し
て
、
親
の
会
の
環

境
や
様
子
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
整
備
さ
れ
、
情
報
化
社
会
が
広
が

り
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
、
組

織
所
属
の
依
存
心
が
薄
れ
た
り
、
若
い
人
が

育
成
会
の
必
要
性
や
魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　「
若
い
親
の
入
会
が
無
い
」「
会
員
が
高
齢

化
し
減
っ
て
き
た
」「
役
員
を
代
わ
っ
て
く

れ
る
人
が
無
い
」
と
い
う
の
が
各
地
域
の
育

成
会
共
通
の
悩
み
で
す
。

　
歴
史
と
実
績
を
な
し
て
き
た
組
織
が
、
こ

れ
ま
で
の
や
り
方
や
あ
り
方
を
続
け
よ
う
と

す
る
傾
向
に
あ
り
、
急
速
な
時
代
の
流
れ
に

対
応
で
き
ず
に
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
、

結
果
と
し
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
の
間
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
、
育

成
会
を
含
む
現
代
組
織
に
共
通
す
る
実
態
と

課
題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

活
動
の
原
点
は
「
こ
の
子
ら
を
世
の
光
に
」

　
私
た
ち
の
組
織
と
活
動
の
原
点
は
、『
こ
の

子
ら
を
世
の
光
に
』（
糸
賀
一
雄：別
掲
）で
す
。

　
育
成
会
（
親
の
会
）
の
よ
う
に
わ
が
子
の

日
々
の
暮
ら
し
か
ら
始
ま
っ
て
活
動
を
し
て

き
た
組
織
の
意
義
は
大
き
い
の
で
す
。
自
分

た
ち
の
組
織
の
歴
史
や
実
践
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
今
の
時
代
や
社
会
・
暮
ら
し
を
見
極

め
て
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
も

っ
と
障
が
い
の
あ
る
人
が
市
民
と
共
に
社
会

参
加
す
る
た
め
の
推
進
役
に
な
れ
る
は
ず
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
「
自
己
改
革
」
が
必
要

で
す
。

戦
略
的
な
思
考
で
組
織
を
変
え
る

　
育
成
会
の
理
念
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
（
わ
が
子
）
の
幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
の

活
動
で
す
。
ま
た
、
そ
の
理
念
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、「
何
の
た
め
の
、
誰
の
た
め
の

育
成
会
活
動
か
」「
若
い
親
の
ニ
ー
ズ
に
気

づ
き
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
で
対
応
で
き
る
体

制
か
」
を
常
に
確
か
め
な
が
ら
活
動
を
す
す

こ
れ
か
ら
の
育
成
会
運
動
３
月
３
日
全
国
育
成
会
久
保
厚
子
会
長
講
演

立
ち
上
が
ろ
う
！

多
様
性
を
認
め
る
社
会
の
変
革
を

　
福
祉
や
地
域
社
会
の
変
化
の
な
か
で
、
各

この子らを世の光に
　『この子らは、どんなに重い障害を持っていても、
だれととりかえることもできない個性的な自己実現を
しているものなのである。人間と生まれてその人なり
の人間となっていくのである。
　その自己実現こそが創造であり、生産である。
　私たちの願いは、重症な障害をもったこの子たちも
立派な生産者であるということを認め合える社会をつ
くろうということである。
　「この子らに光を」あててやろうというあわれみの
政策を求めているのではなく、この子らが自ら輝く素
材そのものであるから、いよいよみがきをかけて輝か
そうというのである。
　「この子らを世の光に」である。』�糸賀一雄　書より

地
域
で
は
ご
苦
労
さ
れ

な
が
ら
育
成
会
活
動
を

進
め
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
去
る
３

月
３
日
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
全
国
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会
フ
ォ
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め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
こ
の
ま
ま
で
良
い
か
と
気
づ
く
こ
と
」「
気
づ
い

た
ら
立
ち
あ
が
る
こ
と
」「
そ
れ
に
共
感
し
た
ら
支
え

合
う
こ
と
」「
そ
し
て
決
断
す
る
こ
と
」―
こ
の
よ
う

に
、戦
略
的
な
思
考
を
も
っ
て
自
分
た
ち
の
組
織
の

意
識
を
変
え
て
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
、
柔
軟
に
、

新
し
い
ア
イ
デ
ア
で
対
応
で
き
る
組
織
、
体
制
を
つ

く
り
、
多
様
性
を
認
め
る
社
会
の
変
革
に
向
け
て
、

今
こ
そ
立
ち
あ
が
り
ま
し
ょ
う
！

　�

　

全
国
大
会
本
格
始
動

チ
ラ
シ
配
布
中

　
９
月
23
日
㈯
と
24
日
㈰
、
札
幌
市
の
ロ
イ
ト
ン
札

幌
ホ
テ
ル
他
で
開
催
さ
れ
る
第
４
回
全
国
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国
大
会
・
北
海
道
札
幌
大
会
の

企
画
概
要
が
固
ま
り
、
現
在
、
広
報
チ
ラ
シ
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
４
月
中
旬
に
は
正
式
な
開
催
要
綱
を

全
国
に
発
し
て
、参
加
申
込
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
育
成
会
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
今
こ
そ
創
ろ
う
！

自
信
と
誇
り
を
も
っ
て
生
き
る
社
会
を
共
に
」、
同

時
に
開
催
さ
れ
る
本
人
大
会
テ
ー
マ
は
「
ひ
と
り
ひ

と
り
の
か
け
が
え
の
な
い
人
生
を
大
切
に
、
仲
間
た

ち
と
つ
な
が
ろ
う
！
」
で
す
。

　
昨
年
の
忌
ま
わ
し
い
事
件
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、し
っ
か
り
受
け
と
め
、障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、

一
人
ひ
と
り
の
生
命
の
重
さ
に
思
い
を
は
せ
て
、
社

会
的
障
壁
が
も
た
ら
す
「
暮
ら
し
づ
ら
さ
」
を
克
服

し
て
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
っ
て
共

生
す
る
社
会
を
つ
く
る
決
意
を
新
た
に
す
る
大
会
と

し
よ
う
と
い
う
決
意
が
込
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
大
会
の
詳
細
は
本
号
に
折
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
大
会
の
い
く
つ
か
の
特
徴

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
分
科
会
は
、
育
成
会
大
会
は
６
テ
ー
マ
、
本
人
大

会
は
５
テ
ー
マ
と
「
思
い
出
観
光
」
で
す
が
、
今
回

は
特
別
分
科
会
「〝
合
理
的
配
慮
〟理
解
啓
発
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
・
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」を
企
画
し
ま
し
た
。
障
害

者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
合

理
的
配
慮
の
取
り
組
み
を
普
及
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

の
活
動
が
全
国
に
広
ま
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
重
い
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
参
加
が
で
き

る
、
身
体
・
リ
ズ
ム
・
芸
術
表
現
『
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
』

を
大
会
２
日
間
の
全
日
程
で
特
別
企
画
し
ま
し
た
。

　
本
人
大
会
は
、
23
日
の
第
１
日
目
で
分
科
会
と
分

科
会
報
告
、
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
『
分
け
ら
れ
た

人
生
を
取
り
戻
す
』
の
全
て
の
企
画
を
終
え
て
、
懇

親
会
は
独
自
に
開
催
し
ま
す
が
、
第
２
日
目
の
24
日

は
、
育
成
会
大
会
に
合
流
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
特

徴
で
す
。

　
大
会
記
念
講
演
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
北
海
道
庁

に
出
向
し
、「
ケ
ア
付
き
住
宅
」
を
は
じ
め
、
北
海

道
の
障
害
福
祉
を
発
展
さ
せ
た
神
奈
川
大
学
特
別
招

聘
教
授
の
浅
野
史
郎
先
生
で
す
。
講
演
題
は『
地
域
・

人
権
・
ふ
つ
う
の
生
活
』。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
関
連
企
画
と
し
て
、
北
海
道
通
所
事
業
所
連
絡
協

議
会
や
本
人
大
会
実
行
委
員
会
や
北
海
道
者
障
害
者

職
親
連
合
会
他
の
ご
協
力
を
得
て
、
ロ
イ
ト
ン
札
幌

や
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る
２
・
７
の
ロ
ビ
ー
な

ど
で
、
啓
発
展
示
や
授
産
製
品
や
観
光
物
産
の
販
売

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
大
会
参
加
費
は
、
家
族
・
支
援
者
５
、
０
０
０
円
、

本
人
３
、
０
０
０
円
。
本
人
・
思
い
出
観
光
６
、
０

０
０
円
。

　
懇
親
会
費
は
、
家
族
・
支
援
者
７
、
５
０
０
円
、

本
人
５
、
５
０
０
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
大
会
開
催
費
を
確
保
す
る
た
め
に
、
前
号

で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
北
海
道
育
成
会

会
員
へ
の
負
担
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
、
３

月
10
日
の
理
事
会
で
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
が
、他
方
、

関
係
者
の
ご
協
力
を
広
く
求
め
て
協
賛
金
や
大
会
資

料
へ
の
広
告
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
近
々
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、

大
会
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　�

　��

５月24日

平
成
29
年
度
総
会
を
告
示

　
３
月
10
日
の
理
事
会
で
平
成
29
年
度
定
時
総
会
の

招
集
を
次
に
よ
り
決
議
し
、
現
在
、
各
会
員
に
通
知

し
て
い
ま
す
。

・
日
　
時
：�

平
成
29
年
５
月
24
日
㈬

午
後
１
時
15
分
～
３
時
40
分

・
場
　
所
：�

道
立
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
で
る
２
・

７
　
10
階
　
１
０
６
０
会
議
室

・
出
席
者
：�

会
員
（
各
育
成
会
・
親
の
会
）・
理
事
・

監
事

・
総
会
欠
席
者
の
書
面
表
決
権
を
有
効
と
し
ま
す

（
注
）�

併
催
す
る
総
会
：
本
総
会
終
了
後
、
北
海
道

知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
総
会

を
開
催
し
ま
す
。
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今
後
の
予
定

○
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

・
監
事
監
査　

４
月
14
日　

か
で
る
２
・
７

・
理
事
会　

４
月
26
日　

か
で
る
２
・
７

・
定
時
総
会　

５
月
24
日　

か
で
る
２
・
７

・�

第
１
回
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
講
座
・
全
国
大
会
本

人
大
会
実
行
委
員
会　

６
月
11
日　

か
で
る
２
・
７

○
道
通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会

・
平
成
29
年
度
総
会　

６
月
３
日　

中
村
屋
旅
館

〇
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

・�

北
海
道
サ
ポ
ー
ト
協
会
総
会５月

24
日　

か
で
る
２
・
７

・
全
国
サ
ポ
ー
ト
協
会
総
会　

６
月
６
日　

東
京

平
成
29
年
度
役
員
推
薦
依
頼
中

　
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
役
員

（
理
事
、
監
事
）
の
任
期
が
平
成
29
年
度
定
期
総
会

で
終
了
す
る
の
で
、「
役
員
選
考
内
規
」
に
従
っ
て
、

３
月
10
日
の
理
事
会
終
了
後
、
各
地
区
に
役
員
の
推

薦
依
頼
を
発
し
て
お
り
ま
す
。
４
月
21
日
を
締
め
切

り
と
し
て
、
最
終
的
に
は
５
月
24
日
に
開
催
さ
れ
る

総
会
で
理
事
25
名
、
監
事
３
名
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
会
長
、
副
会
長
理
事
は
、
総
会
と
併

催
さ
れ
る
新
理
事
会
で
互
選
さ
れ
ま
す
。

　

　

理
事
会

新
年
度
事
業
計
画・体
制
を
確
認
３月10日

　
す
で
に
２
月
13
日
理
事
会
で
、
平
成
29
年
度
事
業

の
基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
議
論
し
、『
活
性
化

対
策
の
検
討
報
告
』（
平
成
26
年
10
月
理
事
会
受
理
）

が
提
起
し
た
育
成
会
活
性
化
の
「
５
つ
の
方
向
」（
前

号
参
照
）
に
沿
っ
て
事
業
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

確
認
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
３
月
10

日
理
事
会
で
平
成
29
年
度
事
業
計
画
案
を
具
体
的
に

協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
の
具
体
的
な
内
容
は
、
４
月
26
日
に
開

催
す
る
新
年
度
第
１
回
理
事
会
で
、
総
会
議
案
書
の

承
認
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
号
で
は
、

本
年
度
事
業
の「
重
要
ポ
イ
ン
ト
」と「
重
点
項
目
」

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
区
に
お
い
て
は
、
過
疎
等

に
よ
る
地
域
社
会
の
変
化
や
役
員
の
高
齢
化
や
会
員

の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
深
刻
な
活
動
の
困
難
を
訴

え
る
育
成
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
育

成
会
（
親
の
会
）
が
抱
え
る
諸
課
題
を
受
け
と
め
る

こ
と
。
前
述
し
た
「
活
性
化
対
策
の
５
つ
の
方
向
」

を
ふ
ま
え
、
特
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
連
協
の
強
化
を
通
じ

た
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
小
規
模
会
員
支

援
の
方
策
を
具
体
的
に
す
す
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
事
業
計
画
の
重
点
項
目
は
次
の
６
テ
ー
マ
を
定
め

ま
し
た
。

１
．
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
動
の
強
化

　
①�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
会
議
の
開
催

　
②�

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
性
化
助
成
事
業
の
実

施

　
③�

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
と
の
連
携
（
育
成
会
拡
大

活
動
ブ
ロ
ッ
ク
助
成
事
業
）

２
．
市
町
村
地
区
実
施
事
業
の
拡
大
と
強
化

　
①�

市
町
村
と
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
と
の
共
同
・

連
携
事
業
の
推
進

　
②�
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
た
特
別
研
修

会
の
充
実

３
．�

本
人
活
動
の
普
及
・
充
実
と
育
成
会
活
動
の
活

性
化

　
①�

本
人
活
動
の
実
態
把
握
と
活
動
の
普
及
・
支
援

　
②
育
成
会
活
動
と
の
連
携
と
地
域

４
．�

広
報
・
企
画
専
門
委
員
会
（
仮
称
）
の
設
置
と

広
報
・
情
報
・
啓
発
活
動
の
充
実

　
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
啓
発
事
業
・
広
報
紙
の
充
実

　
②�

広
報
・
啓
発
事
業
の
企
画
・
調
整
と
実
施
（
子
ど

も
た
ち
の
ア
ー
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
２
０
１
８
の

製
作
他
）

５
．�

育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
活
動
に
よ
る
組
織

活
性
化
対
策
の
推
進

　
①�

地
域
、
組
織
の
実
態
把
握
と
課
題
検
討
（
ブ
ロ

ッ
ク
連
協
事
務
局
長
会
議
）

　
②�

小
規
模
地
区
支
援
、
地
域
協
働
体
制
づ
く
り
と

事
務
局
体
制
の
整
備
検
討

６
．�

通
所
事
業
所
連
絡
協
議
会
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
、
特
別
支
援
教
育
の
各
事
業
と
の
連
携
・
提

携
を
推
進
す
る

　
今
日
、
時
代
が
大
き
く
動
く
中
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
育
成
会
活
を
推
進
可
能
に
す
る
た
め
に
、

新
た
に
広
報
・
企
画
専
門
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
広
報
・
啓
発
活
動
の
強
化
や
各

種
事
業
の
検
討
・
企
画
を
行
い
、
育
成
会
活
動
の
強

化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

重
点
事
項
に
重
な
り
ま
す
が
、
通
所
事
業
所
連
絡
協

議
会
や
北
海
道
知
的
障
害
児
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会

と
の
連
携
を
密
に
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
の
強

化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
各
地
区
育
成
会
が
活
性
化
を

取
り
戻
す
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
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